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研究成果の概要（和文）：	 

	 本研究では、北極チャクチ海でピストンコアを採取し、過去 15 万年にわたり、有孔虫化石の
炭素・酸素同位体比、全有機炭素量、炭酸塩量、砕屑物由来炭酸塩量の変動を復元し、大陸氷
床量のダイナミックな変動のタイミングと気候変動との関連性に関する知見を得た。過去１５
万年間にわたり、有機炭素量と炭酸塩量は調和的にして変動しており、これらの変動が、氷期
―間氷期と関連した大陸氷床の拡大、縮小のタイミングを記録していることがわかった。	 
	 
研究成果の概要（英文）：	 

	 Knowledge	 on	 past	 variability	 of	 sedimentary	 organic	 carbon	 in	 the	 Arctic	 Ocean	 is	 

important	 to	 assess	 natural	 carbon	 cycling	 and	 transport	 processes	 related	 to	 global	 

climate	 changes.	 However,	 the	 late	 Pleistocene	 oceanographic	 history	 of	 the	 Arctic	 is	 still	 

poorly	 understood.	 In	 the	 present	 study	 we	 show	 sedimentary	 records	 of	 total	 organic	 carbon	 

(TOC),	 CaCO3,	 benthic	 foraminiferal	 ∂18O	 and	 the	 coarse	 grain	 size	 fraction	 from	 a	 piston	 

core	 recovered	 from	 the	 northern	 Northwind	 Ridge	 in	 the	 far	 western	 Arctic	 Ocean,	 a	 region	 

potentially	 sensitively	 responding	 to	 past	 variability	 in	 surface	 current	 regimes	 and	 

sedimentary	 processes	 such	 as	 coastal	 erosion.	 	 
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の影響がもっとも先に現れる地域であるこ
とから，本地域における精度の高い観測デー
タの蓄積とそれらのデータに基づいたモデ
ルの構築が、必要とされている。近未来の気
候変動（温暖化・寒冷化）による影響評価を
行うにあたり、現在進みつつある環境変動の
詳細な観測に加えて、人間活動の及んでいな
い過去の環境変動についての正確な情報を
得る必要がある。北極海においては、アクセ
スの難しさ、古海洋研究に適した良いコアを
とるための海底地形情報の不足、他の海域で
使用している古海洋プロキシーの利用が出
来ないなどの理由から、長く古海洋研究の空
白域となっており、最終氷期を含めた最終間
氷期の環境変動の実態はほとんどわかって
いない。	 
	 
２．研究の目的	 

	 北極海における近過去（ここでは、最終間

氷期以降）における詳細な海洋変動記録は、

これまで皆無である。本研究で用いられる新

しいプロキシーの適用は、北極海における環

境変動記録をより定量的に議論する上で重

要なデータを提供し、今後の将来予測をする

ための基礎データを提供するものと考えら

れる。さらに，これらの最新の両プロキシー

の解析結果を分析予定のほぼすべての従来

型プロキシーとの総合比較を行うことによ

り高精度の復元を試みる。これによって、現

在よりも温暖であった最終間氷期を挟む過

去 15 万年間における生物生産、氷床量変動

の復元とともに、それらの変動と関連した北

極海の海洋循環、気象のメカニズムについて

解明する。	 

	 

３．研究の方法	 

	 ノースウインド海嶺（図１）において採

取されたピストンコアについて、バルク有

機炭素含有量、炭酸塩含有量、浮遊製・底

生有孔虫の動態測定、放射性炭素年代測定

等を実施する。有孔虫の同位体、放射性炭

素年代より年代モデルを構築し、有機炭素

含有量と炭酸塩良の変動から、過去の氷床

量変動について復元する。さらに得られた

データをグリーンランド氷床コア、大西洋、

太平洋から得られている古海洋・古気候デ

ータと比較解析することにより、北極海に

おける氷床量変動による海洋環境変動につ

いての知見を得る。	 

	 
４．研究成果	 
	 本研究では、北極海チャクチ海でピストン
コアを採取し、過去 15 万年にわたり、有孔

虫化石の炭素・酸素同位体比、全有機炭素量、
炭酸塩量、砕屑物由来炭酸塩量の変動を復元
し、大陸氷床量のダイナミックな変動のタイ
ミングと気候変動との関連性に関して知見
を得た。過去１５万年間にわたり、有機炭素
量と炭酸塩量は調和的にして変動しており、
これらの変動が、氷期―間氷期と関連した大
陸氷床の拡大、縮小のタイミングを記録して
いることがわかった。炭酸カルシウム量の増
大が、カナダ大陸基盤を構成している堆積岩
であるアラゴナイトを主成分しており、大陸
氷床浸食の増減を記録していた。ノースウイ
ンド海嶺への輸送のメカニズムとして、温暖
期には北極海西部の高気圧性の表層流、いわ
ゆるボーフォート海流が、継続的に炭酸塩を
カナダ多島海からノースウィンド海嶺まで
運搬し、寒冷期には、大陸氷床の規模が拡大

し、それに伴い海水準が低下した場合、北部
ヨーロッパ、シベリア西部、北アメリカ周辺
に巨大な氷床が存在して時期には、必ずしも
氷床は安定的な状態にあったわけではなく、
氷河や強力な氷河流により多量の有機物が、
大陸棚の浸食により供給されていた。寒冷期
には、ボーフォート海流が低気圧性の循環が
弱まることにより弱化し、シベリア、チャク
チ陸棚からの有機物量が増加していた。これ
らの海流の寒冷期―温暖化期の変動パター
ンは、北半球全体に影響を与える地球軌道ス
ケールの気候変動だけでなく千年スケール
の気候変動とも関連していることがわかっ
た。	 
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図 1	 2008 年北極航海による海底
地形音波探査を実施した測線（マ
カロフ海盆、チャクチ陸棚斜面、
ノースウインド海嶺、調査海域面
積は 1000km×4000km） 
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